
（
前
言
）
′
本
誌
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
号
「
日
本
語
の
歴
史
・
中
世
」
　
の

小
塙
は
、
著
者
校
正
の
桟
に
恵
ま
れ
ぬ
ま
ま
に
、
多
く
の
誤
植
等
を
残
し

て
公
刊
さ
れ
た
。
今
般
、
編
集
部
か
ら
、
正
誤
と
補
訂
の
機
を
与
え
ら
れ

た
の
で
、
そ
の
後
、
高
山
寺
経
蔵
で
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た
、
明
恵
上

人
語
録
の
　
「
却
廃
忘
記
」
三
帖
の
用
語
に
つ
い
て
の
報
告
を
も
添
え
る
こ

と
に
し
た
。
こ
の
用
語
に
は
鎌
倉
時
代
語
と
し
て
貴
重
な
内
容
を
含
み
、

先
の
小
稿
を
補
強
す
渇
も
．
の
が
多
い
。
こ
の
l
貴
重
書
の
調
査
の
磯
を
与
え

ら
れ
た
高
山
寺
及
び
関
係
の
方
々
に
御
礼
申
上
げ
る
。
．

「
却
廃
忘
記
」
の
用
語
に
つ
い
て

「
却
廃
忘
記
」
ニ
帖
は
、
明
恵
上
人
（
貞
永
元
年
八
三
三
望
ハ
十
歳
入
滅
）
　
の
日

常
の
教
訓
や
談
話
の
開
書
の
類
で
．
あ
っ
て
、
そ
の
弟
子
の
長
円
が
、
上
人
入
滅

後
三
年
を
経
た
文
麿
二
年
（
三
孟
）
に
、
そ
の
言
葉
の
廃
忘
を
恐
れ
て
思
出
す
ま

ま
に
忠
実
龍
、
書
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
栂
尾
高
山
寺
経
蔵
に
、
そ
の
日
筆
原

本
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
帖
片
仮
名
交
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

上
人
の
談
話
語
を
知
る
と
共
に
、
鎌
倉
初
期
の
口
頭
語
の
実
態
の
一
端
を
知
る

上
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

「
却
廃
忘
記
」
（
重
要
文
化
財
第
一
部
二
八
〇
号
）
は
、
有
合
せ
の
措
紙
を
大

福
帳
型
に
叙
綴
に
丑
立
言
項
と
し
セ
体
裁
の
二
帖
を
利
用
札
て
完
留
め

た
も
の
で
あ
る
。
巻
上
（
1
4
．
×
玖
表
紙
共
二
十
±
紙
）
、
巻
下
（
隻
玖
表
紙
共

二
十
八
紙
、
但
し
こ
の
帖
は
塁
付
六
紙
だ
け
で
他
は
白
紙
）
両
帖
共
に
、
表
紙

中
央
に
「
木
中
」
、
右
上
に
「
東
第
三
箱
」
と
別
筆
で
記
さ
れ
、
外
題
は
本
文
と

同
筆
で
「
却
廃
忘
記
上
禅
堂
尻
」
「
却
廃
忘
記
下
」
と
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
両
帖
共
第

一
紙
表
に
「
方
便
智
院
」
の
朱
音
印
を
捺
印
し
て
あ
る
。
巻
上
の
巻
頭
に
は
、

「
禅
堂
院
世
出
世
御
物
語
間
書
」
と
あ
り
、
続
い
て
、
「
文
暦
二
年
九
月
六
日
始

之
」
、
随
思
出
記
之
、
次
第
不
同
、
」
或
乱
旬
、
年
月
日
次
等
」
不
分
明
之
間
、
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只
記
其
御
」

7
ケ

御
調
上
テ
書

私
詞
サ
ケ
テ
書

詞
文
、
不
妊
私
詞
者
也
、
」
恐
経
年
序
廃
忘
故
、
」
為
自
分
記
之

嬰
と
あ
る
字
句
に
よ
っ
て
、
書
写
（
成
立
と
同
時
）
時
期
と
そ
の

成
立
事
情
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
上
人
の
御
言
葉
が
年
を
経
て
廃
忘
す
る
こ
と

を
恐
れ
て
、
思
出
す
ま
ま
に
不
同
に
年
月
日
次
も
不
分
明
の
ま
ま
、
文
麿
二
年

の
九
月
六
日
書
き
始
め
た
も
の
で
、
長
円
の
私
詞
は
雑
え
ず
、
御
詞
文
を
忠
実

に
書
留
め
、
表
記
上
、
御
言
葉
は
行
頭
か
ら
記
し
、
長
円
の
言
葉
は
行
頭
よ
り

二
三
字
下
げ
て
明
確
に
区
別
し
た
と
い
う
。
事
実
、
次
下
の
挙
例
か
ら
も
窺
わ

れ
る
よ
う
に
、
そ
の
区
別
は
厳
格
で
あ
り
、
そ
の
忠
実
な
態
度
が
知
ら
れ
受

片
仮
名
字
体
や
漢
字
の
字
体
は
、
鎌
倉
期
文
麿
頃
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
寂

恵
房
長
円
は
、
同
弟
の
順
位
房
高
信
（
漢
文
明
恵
上
人
行
状
、
高
山
寺
縁
起
、

明
恵
上
人
遺
訓
、
明
恵
上
人
歌
集
の
編
者
）
ら
、
明
恵
の
言
葉
を
後
世
に
伝
え

る
の
に
努
力
し
た
人
々
の
、
一
人
に
入
る
。

「
却
廃
忘
記
」
の
談
話
の
内
容
は
、
冒
頭
の
「
当
山
止
住
ノ
始
ツ
カ
タ
′
御
教

訓
二
云
」
を
始
め
、
法
話
の
折
の
述
懐
、
日
常
の
文
言
、
幼
時
の
思
い
出
、
和

歌
作
法
の
心
構
え
・
学
問
に
つ
い
て
の
考
え
・
自
然
観
な
ど
様
々
で
あ
り
、
長

円
の
私
詞
（
説
明
）
に
も
「
是
仰
タ
ハ
フ
レ
也
」
（
巻
下
二
オ
）
、
「
或
時
御
利
口

ニ
云
」
（
巻
下
三
オ
）
、
「
是
常
仰
也
」
（
巻
上
、
三
オ
）
、
「
私
云
是
物
ノ
タ
ト
ヒ

ニ
被
仰
之
」
（
巻
上
、
二
十
二
ウ
）
な
ど
多
様
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
和
歌

に
つ
い
て
の
御
言
葉
を
例
示
す
る
。

例
文
H
　
巻
上
十
二
丁
オ
ー
十
二
丁
ウ

専
念
房
ノ
和
苛
回
」
　
マ
ル
、
事
順
行
房
ノ
」
被
申
次
二
伸
云

和
苛
ハ
ヨ
ク
コ
マ
ム
ナ
ン
ト
」
ス
ル
カ
ラ
バ
無
下
ニ
マ
サ
ナ
」
キ
也
只

何
ト
ナ
ク
読
チ
」
ラ
シ
テ
心
ノ
実
ニ
ス
」
キ
ク
ル
バ
ク
ル
シ
ク
モ
」
ナ

キ
也

例
文
H
　
巻
下
二
丁
オ

或
時
秋
禅
堂
院
ノ
御
房
ニ
テ
」
禅
上
房
二
被
仰
云

此
前
ノ
柿
ノ
木
ノ
某
ノ
チ
」
．
リ
テ
庭
二
俣
力
風
ニ
フ
カ
レ
テ
」
ア
ナ
タ
コ

ナ
タ
へ
マ
カ
リ
侯
カ
」
鳥
ノ
シ
ア
ル
ク
ニ
ニ
テ
侯
ヲ
」
ヵ
キ
ル
誹
ト
申

サ
ム
ト
思
候
也
」
　
コ
レ
テ
√
ノ
事
ハ
カ
タ
申
ソ
」
メ
ツ
レ
ハ
ヤ
カ
テ
和

音
ノ
コ
ト
ハ
ナ
ト
ニ
モ
ナ
ル
コ
ソ
侯
メ
レ
」

是
御
ク
ワ
フ
レ
也

例
文
日
　
巻
下
一
丁
ウ

又
出
京
ノ
時
西
京
ニ
テ
女
ノ
」
ァ
マ
タ
ツ
レ
ク
ル
カ
イ
ー
ヒ
シ
事
ノ
」
耳
ニ

’

ム

ナ

ヒ

ト

ト
マ
リ
タ
ル
事
ア
リ
キ
」
一
人
ノ
女
　
人
ノ
ワ
ロ
キ
事
ヲ
」
イ
ヒ
テ
ニ

ク
ム
ニ
イ
マ
ヒ
ト
リ
」
　
ノ
女
ノ
云
ク
人
ノ
ワ
ロ
キ
ト
」
イ
フ
バ
ク
、
ワ

フ

カ
ミ
ノ
ワ
ロ
キ
ト
」
　
オ
モ
。
へ
キ
也
云
々
　
コ
レ
ラ
回
サ
イ
」
　
カ
タ
ニ

テ
ア
ル
ナ
リ

例
文
臼
に
は
、
道
ず
り
の
女
の
会
話
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
内
容
そ
の
も
の

に
も
興
味
の
深
い
も
の
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
、
中
世
語
と
い
う
観
点
か
ら
、

そ
の
用
語
に
つ
い
て
、
注
意
す
べ
き
も
の
を
取
上
げ
、
先
の
小
稿
を
補
う
こ
と

に
す
る
（
以
下
の
例
文
に
は
行
末
を
示
す
符
号
を
付
け
な
い
）
。

尚
、
本
資
料
は
、
早
く
「
大
日
本
史
料
玉
偏
之
七
」
（
昭
和
五
年
）
、
「
明
恵
上

人
要
集
」
（
奥
田
正
造
氏
、
昭
和
六
年
－
八
年
）
に
収
め
ら
れ
た
が
、
国
語
史
料

と
し
て
は
殆
ど
顧
み
ら
れ
ず
に
来
た
も
の
で
あ
る
。

H
　
連
体
形
が
、
終
止
形
の
終
止
機
能
を
も
兼
用
す
る
例

9

81

l
　
　
胎
蔵
界
伝
受
時
仰
云

（如）

此
ハ
両
部
ノ
大
日
女
来
ニ
ウ
ケ
マ

イ
ラ
ス
ル
ト
思
ハ
セ
給
へ
キ
也

（
巻
上
二
十
二
丁
オ
）

2
　
又
見
性
房
ノ
仰
テ
レ
シ
事
ノ
耳
ニ
ト
マ
リ
シ
事
ノ
侍
「
ハ
ル
ノ
ス
ヱ

夏
ノ
バ
シ
メ
ニ
ハ
シ
キ
ミ
ノ
花
ノ
ミ
ル
く
ト
シ
テ
心
コ
ケ
ナ
ル
カ
仏

（
ヲ
）

ニ
マ
イ
ラ
セ
テ
ム
ス
ト
オ
ホ
へ
テ
ク
レ
シ
キ
」
ト
オ
ホ
セ
ラ
レ
シ
テ
ア

ハ
レ
ニ
心
ニ
ト
マ
リ
テ
オ
ホ
ユ
ル
ト
云

（
巻
下
一
丁
ウ
）
（
会
話
の
「
　
」
は
私
に
加
う
）

物
の
例
は
、
「
オ
ホ
ユ
ル
」
ま
で
が
明
恵
の
言
葉
で
あ
る
。
「
上
戸
は
聞
書
の



筆
者
長
円
の
説
明
に
な
る
。
従
っ
て
口
頭
語
が
書
留
め
ら
れ
た
と
見
ら
れ
、
そ

こ
に
連
体
形
が
．
、
特
定
の
テ
ニ
ヲ
ハ
の
呼
応
も
な
く
、
終
止
用
法
に
用
い
ら
れ

た
例
を
如
実
に
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
Ⅲ
の
「
マ
イ
ラ
ス
ル
」
も
同
趣
の
例
で
あ

る
・
先
の
小
塙
の
挙
例
が
「
ケ
リ
」
「
タ
リ
」
「
ス
ル
」
な
ど
助
動
詞
や
形
式
語

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
オ
ホ
ユ
ル
」
の
よ
う
な
動
詞
の
例
が
加
わ
る
こ
と

に
な
る
。

「
コ
ソ
」
「
ゾ
」
の
係
助
詞
に
応
ず
る
結
び
は
一
応
正
し
い
が
、
「
夕
方
ヨ
ハ

出
道
場
ス
ル
対
当
、
只
二
時
ニ
テ
三
時
ハ
カ
ナ
ハ
サ
リ
キ
」
（
巻
上
二
十
二
丁

ウ
）
の
よ
う
に
、
「
ホ
ド
l
こ
の
条
件
句
に
存
す
る
例
が
あ
る
。

肖
助
動
詞
の
附
属
用
法
の
乱
れ

断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
が
、
終
止
形
に
付
い
た
例
も
見
ら
れ
る
。

律
ニ
モ
身
語
ア
一
㌢
ハ
シ
テ
シ
ラ
シ
ム
へ
キ
車
ヲ
ハ
カ
タ
分
明
二
申
事
ニ
テ

・
引
也

l
（
巻
上
十
五
丁
ヱ
t
ハ
ム
へ

こ
れ
は
、
終
止
形
を
連
体
形
の
用
法
に
用
い
た
例
と
し
た
「
侍
リ
メ
と
．
「
ム

マ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
」
と
同
類
と
な
ろ
う
。

又
、
推
量
の
「
べ
し
」
に
、
推
量
の
「
ら
む
」
の
付
い
た
例
も
見
ら
れ
る
。

法
師
ノ
ワ
ル
サ
コ
ハ
イ
カ
、
ス
ベ
．
別
所
到
ム
l
（
巻
下
三
丁
オ
）

あ
れ
こ
れ
考
え
て
ど
う
し
て
も
こ
う
あ
る
だ
ろ
う
の
意
の
「
べ
し
」
に
、
本
来

現
在
推
量
乃
至
疑
惑
の
「
ら
む
」
が
付
く
の
は
、
恵
味
上
か
ら
も
不
審
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
当
時
既
に
「
ら
む
」
の
意
味
用
法
が
変
化
し
、
推
量
の
「
む
」
と

同
義
と
な
っ
て
「
イ
カ
1
「
・
へ
カ
ラ
とl
程
度
の
意
を
示
す
も
の
と
な
っ
て

い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

肖
完
了
助
動
詞
「
ヌ
」
の
ナ
変
動
詞
へ
の
附
属

人
ノ
頸
．
キ
ラ
レ
バ
リ
レ
ニ
カ
バ
リ
テ
頭
ヲ
モ
キ
ラ
レ
テ
当
ナ

ー
ム
ト
セ
ン

ト
思
ヰ
テ
侯
へ
ハ
（
巻
上
十
八
丁
オ
）

先
に
「
シ
ニ
ー
ケ
リ
」
を
宝
物
集
二
二
宝
絵
（
文
永
十
年
写
本
）
か
ら
挙
げ
た

が
、
こ
れ
は
、
確
例
と
し
て
早
い
例
と
な
る
。

国

　

口

語

的

語

詞

の
　
助
詞
「
バ
シ
」

「
却
廃
忘
記
」
に
は
、
「
バ
シ
」
の
使
用
が
屡
々
見
ら
れ
る
の
が
印
象
的
で
あ

る
。
「
バ
シ
」
は
こ
の
期
に
現
れ
た
助
詞
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
資
料
の
例
は
、

そ
の
最
も
早
い
確
例
に
属
す
る
・
し
か
も
、
そ
の
用
法
を
見
る
に
、
特
に
次
の

二
点
に
お
い
て
、
従
来
説
か
れ
て
来
た
所
と
異
な
る
用
法
を
示
し
て
お
り
、
注

意
さ
れ
る
。
望
二
に
は
＝
バ
シ
」
は
、
推
量
・
疑
問
・
禁
止
又
は
仮
定
条
件

を
表
す
句
中
に
使
わ
れ
る
と
さ
れ
て
来
た
（
「
室
町
時
代
の
言
語
研
究
」
）
が
、

本
資
料
で
は
、
推
量
七
例
（
中
、
「
例
は
打
消
推
量
）
、
禁
止
三
例
、
仮
定
条

件
二
例
の
外
に
、
否
定
の
句
中
に
あ
る
例
が
一
例
と
、
又
、
別
に
特
定
の
制
約

の
な
い
句
中
の
用
法
と
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
。

〔
推
量
の
句
〕
1
　
又
真
言
＝
心
サ
シ
コ
ト
ニ
ア
ラ
バ
大
日
逢
ノ
琉
4
珂
モ

コ
マ
セ
ン
ス
ル
也
（
巻
上
二
丁
オ
）

2
．
タ
，
ア
カ
バ
の
ヲ
ト
サ
ム
料
二
聯
行
水
分
ト
オ
ホ
シ
ク
テ
（
巻
上
十
一

丁
オ
）
．

3
　
又
ミ
、
ス
ナ
ト
ニ
光
明
真
言
ハ
シ
ヨ
ク
ミ
テ
カ
ケ
サ
セ
拾
ハ
ん
人
ソ
高

－
カ
弟
子
ニ
チ
ハ
オ
ハ
シ
マ
サ
ム
ス
ル
（
巻
上
十
六
丁
ウ
）

4
　
我
ハ
随
求
タ
ラ
ニ
ベ
叫
一
向
ニ
ヨ
ミ
テ
ア
ラ
ム
ト
思
バ
ン
人
ハ
（
巻
上

十
九
丁
オ
）

5
　
カ
マ
へ
テ
ア
サ
イ
4
叫
セ
テ
精
進
ノ
行
ハ
ケ
マ
セ
給
へ
シ
（
巻
下
五
丁

ウ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
．

6
　
今
ハ
無
下
し
妄
二
期
チ
カ
ツ
キ
ク
レ
ハ
カ
マ
へ
テ
款
返
ハ
シ
ヲ
モ
カ
サ

ネ
他
事
ナ
ク
行
ヒ
テ
侠
ハ
ム
ト
思
也
（
巻
下
一
丁
ウ
）

〔
打
消
推
量
（
意
志
）
〕

7
　
話
房
ノ
信
陀
ウ
ヶ
テ
カ
マ
へ
テ
く
ア
サ
イ
．
州
シ
ー
セ
シ
ト
ハ
ケ
ミ
7
ハ

ル
ヘ
キ
也
（
巻
上
十
丁
ウ
）

〔
禁
止
の
句
〕
　
8
　
如
此
ノ
法
門
ノ
コ
ト
バ
リ
開
テ
別
ノ
事
ハ
シ
オ
モ
ハ
セ
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給
フ
ナ
（
巻
上
十
五
丁
オ
）

9
　
ワ
カ
キ
人
く
タ
、
フ
タ
リ
．
八
尋
ム
カ
と
4
珂
ヰ
サ
セ
給
ナ
（
巻
下
二

丁
ウ
）

l
〔
仮
定
条
件
の
旬
〕

1
0
　
裁
ア
リ
テ
行
べ
叫
シ
テ
ヰ
タ
ラ
バ
、
ユ
カ
マ
ヌ
事
ニ
テ
ア
ラ
ム
ス
ル
也

（
巻
上
六
丁
オ
）

1
1
　
随
求
タ
ラ
ニ
ハ
シ
読
ミ
テ
オ
ハ
シ
マ
サ
バ
我
力
門
流
ニ
テ
コ
ソ
ヲ
ハ
シ
マ

サ
ム
ス
レ
　
（
巻
下
四
丁
オ
）

○
〔
否
定
の
句
〕
　
1
2
　
随
分
二
屑
界
ワ
レ
モ
く
ト
ヨ
「
、
了
ヒ
テ
オ
ハ
シ
マ
セ

ト
手
二
人
ト
シ
テ
其
印
言
．
州
司
オ
ホ
ユ
タ
ル
人
モ
ナ
シ
（
巻
上
、
七
丁
ウ
）

○
〔
特
定
の
制
約
の
な
い
用
法
〕

0

1
3
　
二
三
時
ノ
ヲ
コ
ナ
ヒ
．
州
シ
ー
ヲ
ム
ネ
ト
シ
テ
、
サ
テ
ソ
ノ
ヒ
マ
く
ニ
．
シ

ッ
へ
ク
ハ
学
問
ス
へ
ヰ
也
∴
巻
上
五
丁
ウ
）

先
の
小
稿
で
は
、
否
定
の
句
に
あ
る
例
と
一
し
て
、
抄
本
寺
本
曾
我
物
語
か
ら
例

示
し
た
が
、
本
稿
の
は
更
に
湖
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
注
意
点
は
、
・
「
バ
シ
」

と
他
の
助
詞
と
の
重
な
り
方
で
あ
っ
て
、
這
「
バ
シ
到
」
、
6
「
バ
シ
ヲ
モ
」
、

と
ヲ
格
助
詞
の
上
に
在
る
用
法
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
山
田
孝
雄
博
士
は
、

延
慶
本
平
家
物
語
の
バ
シ
に
つ
い
て
、
「
パ
シ
の
成
立
が
『
ヲ
バ
シ
』
の
義
を

基
と
す
る
が
故
に
自
ら
主
格
に
附
属
す
る
こ
と
な
く
て
、
ヲ
格
補
語
に
附
属
す

る
も
の
最
も
多
し
、
そ
れ
な
ほ
そ
の
本
性
の
存
留
す
る
が
故
な
る
べ
し
。
ヲ
格

補
語
に
附
属
せ
る
も
l
の
の
例
、
こ
の
時
に
は
『
ヲ
』
助
詞
の
あ
ら
は
れ
ざ
る
を

注
目
せ
よ
」
と
説
か
れ
、
「
ニ
バ
シ
」
「
バ
シ
l
こ
↓
バ
シ
ゾ
」
「
バ
シ
モ
」
「
バ
シ

ャ
」
の
例
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
右
の
資
料
で
も
ヲ
格
が
最
も
多
い
が
、
外
に

佃
の
よ
う
な
例
も
あ
り
、
連
用
形
に
附
い
て
い
る
。
特
に
㈲
咽
の
ヲ
助
詞
と

重
な
っ
た
例
が
確
か
に
存
す
る
こ
と
は
、
「
ヲ
バ
シ
」
を
原
義
す
る
こ
と
に
再

考
の
要
が
生
ず
る
。
こ
の
資
料
の
が
、
延
慶
本
平
家
物
語
よ
り
も
湖
り
、
発
生

期
に
近
い
だ
け
に
重
要
で
あ
る
。
右
の
例
は
、
m
「
バ
シ
モ
」
を
含
め
て
、
格

助
詞
・
係
助
詞
に
上
位
し
た
例
の
み
で
あ
リ
、
し
か
も
5
「
バ
シ
叫
デ
」
、
の

「
バ
シ
叫
ジ
」
、
1
0
「
バ
シ
珂
テ
」
の
よ
う
に
サ
変
動
詞
に
続
い
て
お
り
、
「
バ

シ
」
が
、
形
式
体
言
的
な
語
と
し
て
の
用
法
を
示
し
て
い
る
。

物
．
推
量
表
現
の
「
ム
ズ
」

h
全
例
「
ム
ズ
」
　
の
み
で
、
「
ム
ト
ス
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

〔
終
止
形
〕
．
1
　
湯
ア
ヒ
テ
コ
ソ
ア
ラ
山
車
フ
メ
是
常
仰
也
（
巻
上
三
丁
オ
）

2
　
コ
ク
ケ
ン
ニ
ノ
ソ
ミ
テ
ハ
カ
ナ
ハ
ス
ヤ
侯
は
旬
刊
ら
ん
（
巻
上
十
七
丁

ウ
）

〔
連
体
形
〕
　
3
・
学
問
モ
ナ
ニ
モ
リ
ノ
時
は
シ
サ
、
刃
可
叫
事
也
（
巻
上
十

F
　
八
丁
オ
）
・

4
　
学
問
タ
ニ
モ
セ
ハ
ヤ
ク
く
シ
テ
レ
山
刃
叫
也
（
巻
上
二
丁
オ
）

〔
巳
然
形
〕
　
5
　
ナ
ニ
事
モ
ミ
ナ
シ
サ
シ
テ
コ
ソ
マ
九
ラ
可
刃
叫
（
巻
上
十

．
七
丁
ウ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

6
　
我
力
門
流
ニ
テ
コ
ソ
ヲ
ハ
シ
マ
ナ
刃
l
刈
レ
l
（
巻
下
四
丁
オ
）

「
ム
ズ
」
は
平
安
時
代
の
和
文
で
話
言
葉
と
し
て
現
れ
、
鎌
倉
時
代
で
も
同
様

▼
で
あ
っ
て
、
延
鹿
本
平
家
物
語
を
見
る
と
総
て
話
言
葉
か
又
は
そ
れ
に
準
ず
訂

場
合
だ
け
で
あ
る
。
今
昔
物
語
集
に
つ
い
て
は
吉
田
金
彦
氏
の
詳
細
な
調
査
が

あ
る
　
（
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
推
量
語
『
む
ず
』
『
む
と
す
』
の
用
法
」
訓
点

語
と
訓
点
資
料
十
九
輯
）
。
本
文
献
の
「
ム
ズ
」
も
、
こ
れ
ら
を
補
強
す
る
も

の
で
あ
り
、
同
時
に
、
本
資
料
が
口
頭
語
の
性
格
を
持
つ
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る。．．
廟
　
「
マ
ヰ
ラ
ス
」
　
の
補
助
動
詞
的
用
法

謙
譲
の
意
の
「
マ
ヰ
ラ
ス
」
は
、
平
安
時
代
に
は
「
参
上
さ
せ
る
」
「
さ
し
あ

げ
る
」
な
ど
の
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
こ
の
文
献
に
は
、
動
詞
・
助
動

詞
に
付
い
て
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
た
例
が
見
え
て
い
る
。
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依
之
順
行
房
初
行
ハ
畢
テ
ノ
チ
ニ
コ
レ
ヲ
ト
リ
カ
へ
サ
レ
マ
イ
ラ
セ
シ
事

（
巻
上
八
丁
ウ
）



此
ハ
両
部
ノ
大
日
女
来
ニ
ウ
ケ
マ
イ
ラ
ス
ル
ト
思
ハ
セ
給
へ
キ
也
（
巻
上
二

十
二
丁
オ
）

こ
の
語
は
、
中
世
語
と
し
て
、
「
ま
ら
す
る
」
「
ま
い
す
」
と
も
転
じ
、
後
「
ま

す
」
と
な
っ
た
が
、
そ
の
補
助
動
詞
と
し
て
の
古
い
姿
を
知
る
例
で
あ
る
。

糾
　
接
続
助
詞
「
カ
ラ
バ
」

和
音
ハ
コ
ク
ヨ
マ
ム
ナ
ン
ト
ス
ル
刺
到
べ
無
下
ニ
マ
サ
ナ
キ
也
（
巻
上
十

二
丁
ウ
）

こ
の
「
カ
ラ
バ
」
は
、
連
体
形
に
付
い
て
、
「
故
に
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
お

り
、
現
代
語
の
接
続
助
詞
「
カ
ラ
」
の
用
法
に
通
ず
る
。
吉
川
泰
雄
氏
は
、
「
古

代
の
孤
例
で
あ
る
か
ら
吟
味
を
要
す
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
し
て
、
既
に
こ
の

例
に
言
及
さ
れ
、
「
す
る
以
上
は
」
と
い
う
意
味
を
表
す
慣
用
語
と
説
か
れ
た

（
「
接
続
助
詞
『
か
ら
』
と
慣
用
語
『
か
ら
は
』
」
国
語
研
究
第
三
号
）
。
「
か
ら

に
」
は
上
代
か
ら
あ
る
が
、
「
故
に
」
の
「
か
ら
」
は
、
従
来
は
抄
物
・
キ
リ
シ

タ
ン
資
料
な
ど
室
町
時
代
後
期
に
始
め
て
文
献
に
姿
が
現
れ
る
と
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
出
雲
朝
子
氏
は
、
更
に
、
毎
月
抄
（
新
校
群
書
類
従
）
二
例
、
愚
秘

抄
（
同
叢
書
、
歌
学
大
系
本
）
、
愚
見
抄
（
歌
学
大
系
本
）
な
ど
の
例
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
「
中
世
の
接
続
助
詞
『
か
ら
』
に
つ
い
て
の
一
間
題
「
毎
月
抄
の
文

章
と
徒
然
草
十
二
段
の
解
釈
に
ふ
れ
て
」
未
定
稿
六
号
）
。
所
拠
本
が
新
写
本

で
あ
る
所
に
不
安
が
残
っ
た
が
、
却
廃
忘
記
の
用
例
は
、
そ
の
傍
証
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
同
氏
は
、
「
有
明
の
別
」
に
右
と
同
語
形
の
．
「
物
心
は
そ
き
剖
引

ハ

副
」
の
あ
る
こ
と
を
も
指
摘
さ
れ
た
。
石
垣
謙
二
氏
が
「
助
詞
の
．
歴
史
的
研

究
」
で
、
「
俗
語
の
世
界
に
掲
持
し
て
ゐ
た
」
（
助
詞
「
か
ら
」
の
通
時
的
考
察
）

と
さ
れ
た
近
代
語
の
「
か
ら
」
の
中
世
に
お
け
る
、
一
状
態
を
、
談
話
語
た
る

こ
の
文
献
に
見
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

駒
　
接
続
助
詞
「
ナ
ガ
ラ
」

寺
中
ニ
ヰ
可
利
到
寺
ヲ
護
持
ス
ル
心
ノ
ナ
キ
ハ
大
ナ
ル
過
カ
ニ
テ
侯
也
（
巻

上
十
九
丁
オ
）

（如）

連
用
形
に
付
き
、
下
旬
に
対
し
て
逆
接
の
接
続
関
係
を
示
す
助
詞
と
し
て
の

用
法
を
示
し
て
い
る
。
接
続
助
詞
の
「
な
が
ら
」
も
、
．
「
つ
つ
」
に
対
し
て
近
代

語
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
平
安
時
代
に
は
上
の
動
詞
が
心
理
状
態
的
な
語
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
中
世
以
後
は
動
作
語
に
も
付
く
（
此
島
正
年
「
国
語
助
詞

の
研
究
」
）
と
さ
れ
る
点
か
ら
、
左
の
例
を
見
る
に
、
動
作
語
に
付
い
た
用
法

で
あ
っ
て
、
中
世
語
と
し
て
の
姿
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

㈲
　
「
ア
レ
テ
ィ
」
「
コ
レ
テ
ィ
」

ス
へ
テ
可
叫
列
の
リ
ノ
事
ハ
タ
レ
く
モ
ミ
ア
ハ
セ
給
ハ
ん
ニ
シ
タ
カ
ヒ
テ

（掃　除）

サ
ウ
チ
ヲ
モ
セ
サ
セ
ナ
ヲ
サ
セ
給
へ
キ
ニ
テ
ア
ル
也
（
巻
上
十
八
丁
ウ
）

可
可
列
項
ノ
事
ハ
カ
ク
中
ソ
メ
ツ
レ
ハ
ヤ
カ
テ
和
苛
ノ
コ
ト
ハ
ナ
ト
ニ
モ

ナ
ル
コ
ソ
侯
メ
レ
　
（
巻
下
二
丁
オ
）
　
（
例
文
二
を
参
照
）

延
慶
本
平
家
物
語
に
も
、
「
是
姑
ノ
事
ヲ
」
「
ア
レ
鉢
ノ
人
ノ
習
」
が
あ
り
、
山

田
孝
雄
博
士
は
「
鉢
と
い
ふ
語
は
代
名
詞
『
コ
レ
』
『
ア
レ
』
を
受
け
て
之
と

相
合
し
て
一
の
副
詞
を
な
す
に
至
れ
り
」
二
四
四
一
貫
）
と
さ
れ
た
。
又
土
井

忠
生
博
士
は
、
「
事
物
代
名
詞
」
の
項
に
お
い
て
、
「
日
蓮
の
法
門
可
被
申
様
之

事
の
中
に
は
『
そ
れ
て
い
』
の
語
が
見
え
て
ゐ
る
。
『
そ
れ
』
を
名
詞
に
直
接

す
る
言
い
方
は
鎌
倉
時
代
の
終
頃
か
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
（
近
古
の
国
語
四
八

亘
と
説
か
れ
た
。
却
廃
忘
記
の
例
は
、
確
例
と
し
て
、
鎌
倉
初
期
に
ま
で
謝

っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

㈹
　
「
コ
レ
ラ
ホ
ド
」
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伝
受
ハ
ミ
ナ
先
本
ヲ
書
写
シ
テ
ノ
左
右
ナ
リ
コ
レ
ラ
ホ
ト
真
言
教
法
軽
メ

タ
ル
所
ハ
ス
へ
テ
ア
ル
へ
カ
ラ
ス
　
（
巻
上
七
丁
オ
）

「
平
家
物
語
の
語
法
」
（
一
四
四
〇
頁
）
に
、
「
『
ホ
ド
』
こ
れ
は
も
と
名
詞
な
る

が
、
上
に
名
詞
等
を
受
け
て
、
相
合
し
て
一
の
副
詞
と
見
ら
る
べ
き
姿
を
呈
せ

り
」
と
し
て
、
「
ア
レ
ホ
ト
」
「
コ
レ
ホ
ト
」
な
ど
の
外
、
「
イ
ク
ラ
ホ
ト
カ
難
P

堪
」
を
挙
げ
て
い
る
。

㈲
　
代
名
詞
「
御
辺
」



或
時
被
仰
正
達
房
阿
閑
梨
云

珊
瑚
ハ
先
師
閤
梨
タ
チ
ノ
オ
ハ
シ
マ
シ
・
定
ヲ
思
ハ
エ
其
定
ア
ラ
バ
ヤ
ト

思
食
ス
、
我
ハ
又
恵
果
弘
法
等
御
行
儀
ヲ
マ
ナ
フ
　
（
巻
上
二
十
二
丁
ウ
）

「
我
ハ
」
に
対
し
て
、
対
称
の
人
代
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

㈹
　
「
カ
セ
く
」
「
カ
ラ
く
」
等

（
糟
　
粕
）

ア
マ
リ
ニ
学
問
タ
ケ
ク
ナ
リ
ヌ
レ
ハ
マ
ツ
文
ノ
チ
カ
ヒ
メ
サ
ウ
バ
ク
ニ
ノ

ミ
心
ノ
バ
セ
テ
ヤ
カ
テ
ソ
ナ
タ
へ
ツ
ラ
レ
テ
刈
粛
パ
U
っ
ト
ノ
ミ
ナ
リ
モ
テ

ィ
キ
　
（
巻
上
五
丁
ウ
）
－

タ
、
一
向
二
刺
．
引
．
ハ
u
っ
ト
ヲ
コ
ナ
ヒ
テ
オ
は
シ
マ
シ
ア
ブ
へ
シ
（
巻
上
十

四
丁
ウ
）

延
慶
本
平
家
物
語
に
、
擬
態
語
・
擬
声
語
の
多
い
こ
と
は
山
田
孝
雄
博
士
の
指

摘
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
抄
物
の
言
語
に
も
こ
の
種
の
語
の
屡
々
見
ら
れ
る
こ
と

は
周
知
の
所
で
あ
る
。
右
は
こ
れ
ら
と
併
せ
て
口
頭
語
の
一
面
を
示
す
も
の
で

あ
ろ
う
。

尚
「
フ
ッ
ト
」
（
「
決
し
て
の
意
」
）
　
の
、

コ
ノ
チ
ヤ
ク
ナ
ラ
バ
コ
レ
ヨ
リ
ノ
チ
ノ
師
将
可
明
日
ア
ル
マ
シ
キ
事
也

（
巻
上
九
丁
オ
）

又
閲
伽
水
ナ
ト
ハ
我
ハ
昔
シ
フ
ッ
ト
人
ニ
バ
ト
ラ
セ
ス
イ
カ
ニ
モ
自
作
ト

リ
キ
　
（
巻
下
一
丁
オ
）

の
語
や
、
「
ミ
ル
く
」
の
畳
語
も
あ
る
。

ハ
ル
ノ
ス
ヱ
夏
ノ
バ
シ
メ
ニ
ハ
シ
キ
ミ
ノ
花
ノ
ミ
ル
く
ト
シ
テ
心
ヨ
ケ

ナ
ル
カ
　
（
巻
下
一
丁
オ
）

㈹
　
口
語
的
語
詞
－
動
詞
・
形
容
詞
・
副
詞
－

〔
サ
バ
ク
ル
〕
　
　
或
時
禅
堂
l
〓
ア
御
学
問
ア
リ
ト
ウ
ロ
ヲ
持
参
シ
テ
コ
レ
ヲ

サ
ハ
ク
ル
仰
云

ア
フ
ラ
刊
ベ
l
外
山
シ
テ
ハ
紙
カ
ナ
ン
ソ
ニ
テ
カ
ナ
ラ
ス
手
ヲ
ノ
コ
ヒ
テ
文

ヲ
射
っ
N
つ
列
叫
へ
キ
也
イ
カ
ニ
モ
油
ノ
ッ
ク
也
（
巻
上
二
丁
ウ
）

タ
、
意
地
ハ
カ
リ
ヲ
シ
ツ
メ
サ
ハ
ク
リ
タ
ル
カ
ハ
リ
メ
也
　
（
巻
上
十
三
丁

オ
）

「
取
扱
ウ
」
の
意
で
あ
り
、
色
葉
字
類
抄
前
田
家
本
の
「
将
サ
号
」
と
同
源
の

語
で
あ
ろ
う
。
沙
石
集
・
源
平
盛
衰
記
な
ど
に
も
見
え
る
が
、
右
は
鎌
倉
初
期

の
確
例
で
あ
り
、
口
頭
語
の
旬
が
あ
皐
。

〔
モ
タ
イ
ナ
キ
〕

フ
ミ文
サ
ウ
ニ
カ
ク
事
モ
タ
イ
ナ
キ
事
也
　
（
巻
上
十
五
丁
ウ
）

又
大
門
ノ
ワ
キ
ノ
河
屋
ノ
シ
ト
ケ
ナ
キ
モ
タ
イ
ナ
キ
コ
ト
也
。

ナ
ウ蓉
ノ
ヒ
シ

ト
チ
リ
タ
ル
ミ
ク
ル
シ
キ
事
也
、
自
然
二
人
モ
参
シ
テ
其
寺
ハ
コ
、
チ
カ

、
ヘ
リ
テ
ナ
ト
イ
ヒ
テ
ハ
モ
タ
イ
ナ
キ
事
也
　
（
巻
上
十
八
丁
ウ
）

「
ぷ
ざ
ま
」
な
ど
の
意
で
あ
り
、
口
頭
語
ら
し
い
。

〔
タ
イ
テ
ィ
〕

（宵）

初
夜
ノ
時
ハ
ヨ
ヒ
ニ
イ
リ
テ
後
夜
以
後
列
項
矧
ア
カ
月
出
堂
シ
ヌ

（
巻
上
二
十
一
丁
オ
）

色
葉
字
類
抄
前
田
家
本
に
「
大
体
タ
イ
テ
ィ
大
底
夕
欄
㌃
大
宗
也
」
と
あ
る
。

〔
イ
カ
サ
マ
ニ
モ
〕

レ

ハ

一391

頭
ヲ
モ
キ
ラ
レ
テ
シ
ニ
ナ
ム
ト
セ
ン
ト
思
ヰ
テ
侯
へ
ハ
イ
カ
サ
マ
ニ
モ
学

問
モ
ナ
ニ
モ
ソ
ノ
時
ハ
シ
サ
、
ム
ス
ル
事
也
　
（
巻
上
十
八
丁
オ
）

一
語
と
し
て
副
詞
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
ロ
ー
画
に
挙
げ
た
諸
事
象
は
、
口
頭
語
の
性
格
を
見
取
ら
せ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
近
代
語
と
し
て
新
た
に
生
じ
、
現
代
語
に
伝
え
ら
れ
、

意
味
や
用
法
ま
で
通
ず
る
語
も
既
に
幾
つ
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を

従
来
の
研
究
成
果
に
比
べ
る
と
、
更
に
確
か
な
且
つ
古
い
使
用
例
を
示
す
、

「
バ
シ
」
「
シ
ニ
ナ
ム
」
「
ア
レ
テ
ィ
・
コ
レ
テ
ィ
」
「
カ
ラ
バ
」
や
、
補
強
す
る

例
「
連
体
形
の
終
止
機
能
兼
用
」
「
列
外
也
」
「
ム
ズ
」
、
又
「
マ
ヰ
ラ
ス
」
「
ナ

ガ
ラ
」
「
コ
レ
ラ
ホ
ド
」
、
「
モ
タ
イ
ナ
キ
」
「
イ
カ
サ
マ
ニ
モ
」
な
ど
と
な
る
。



却
廃
忘
記
は
、
小
冊
子
で
言
語
量
も
少
い
文
献
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
こ
れ
ほ
ど

多
種
多
様
な
近
代
語
の
使
用
例
が
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
間
書
と
し
て
の
談

話
語
の
性
格
に
基
く
所
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
一
方
、
格
助
詞
「
ニ
テ
」
は
総
て
こ
の
形
で
現
れ
「
デ
」
の
例
が
な

い
こ
と
や
、
用
言
の
撥
音
便
・
促
音
便
は
全
く
な
く
そ
の
原
形
で
現
れ
る
な

ど
、
尚
考
究
す
べ
き
問
題
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

国
　
表
記
に
つ
い
て

本
文
献
は
片
仮
名
交
り
文
で
あ
り
、
僧
侶
の
手
に
成
る
所
か
受
院
政
・
鎌

倉
期
の
打
開
集
・
法
華
首
座
開
書
抄
な
ど
と
表
記
上
共
通
す
る
点
も
多
い
。

の
　
送
　
仮
　
名

体
言
・
副
詞
の
送
仮
名
を
、
音
節
数
に
拘
ら
ず
最
終
音
節
の
一
つ
の
仮
名
を

以
て
示
す
傾
向
は
こ
の
資
料
で
も
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

昔
シ
バ
（
巻
下
二
丁
オ
）
　
過
カ
l
〓
ア
（
巻
上
十
九
丁
オ
）
　
下
モ
ー
二
巻
下

一
丁
オ
）
　
死
二
期
（
巻
下
一
丁
ウ
）

物
　
抄
　
物
　
書

抄
物
書
と
し
て
次
の
話
語
が
あ
る
。
他
の
片
仮
名
交
り
文
の
そ
れ
と
共
通
す

る
も
の
が
多
い
。

女
来
（
如
来
）
（
巻
上
三
丁
ク
、
二
十
二
丁
ウ
）
　
芥
（
菩
薩
）
（
巻
上
十
七

丁
オ
、
十
八
丁
ウ
）
　
某
（
菩
提
）
（
巻
上
十
八
丁
オ
）
　
弄
心
．
（
巻
上
十
二

丁
オ
、
巻
下
四
丁
オ
）
　
挿
（
芭
奥
）
（
巻
下
〓
丁
ウ
）
　
「
羅
（
魔
儲
）

（
巻
下
三
丁
ウ
）
　
炎
「
王
宮
（
巻
上
十
T
J
ソ
、
．
巻
下
四
丁
オ
）
　
達
「
宗

（
巻
上
十
六
丁
ウ
）
　
和
音
（
巻
上
十
二
丁
オ
、
巻
下
二
丁
オ
）

㈱
回
と
H
と
の
表
記
．
・

漢
語
の
鼻
音
、
及
び
和
語
の
撥
音
に
は
「
ム
」
と
「
レ
」
と
が
あ
り
、
「
ム
」

は
戒
に
二
レ
」
は
H
を
表
す
る
の
に
用
い
て
い
る
。

○
漢
語可
ホ
河
イ
（
本
意
〓
巻
上
二
丁
ウ
）
　
ソ
河
シ
（
損
）
（
巻
上
五
丁
オ
、
五

【

丁
オ
、
九
丁
ウ
）
　
ナ
可
ケ
（
難
解
）
（
巻
上
十
四
丁
オ
）
　
コ
ク
ヶ
月
（
刻

限
）
（
巻
上
十
七
丁
ウ
）
　
セ
可
ナ
キ
（
詮
）
（
巻
上
十
九
丁
ウ
）

］
　
　
　
．
－
－
－

m
コ
ラ
ム
セ
ヨ
　
（
御
覧
）
　
（
巻
上
十
七
丁
ウ
）

［

○
和
語可
ナ
河
ト
（
助
詞
）
（
巻
上
†
一
丁
オ
、
±
一
丁
ク
、
十
六
丁
ウ
）

l
・
ソ
l
（
巻
上
二
丁
ウ
）

可
翼
（
巻
下
一
丁
ウ
）

助
動
詞
「
ム
」
（
巻
上
三
丁
ク
な
ど
十
五
例
）

ナ
ン

″
　
　
「
ラ
ム
」
相
構
マ
フ
ラ
ム
（
巻
上
四
丁
オ
）
（
巻
上
十
五
丁
ウ
）

〝
　
　
　
「
ム
ズ
」
十
例

△
助
動
詞
「
ム
」
を
「
ン
」
と
表
記
し
た
例

学
問
七
の
ホ
ト
ハ
　
（
巻
上
二
丁
オ
）
な
ど
五
例

コ
マ
セ
河
ス
ル
也
（
巻
上
二
丁
オ
）
（
十
八
丁
オ
）
二
例

・
侯
は
ん
ス
ル
　
（
巻
上
十
五
丁
オ
）
な
ど
「
ん
」
の
例
三
例

回
と
H
と
の
表
記
上
の
区
別
は
存
す
る
原
則
が
窺
わ
れ
る
が
、
助
動
詞
「
ム
」

だ
け
に
違
例
が
あ
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
先
の
小
塙
で
、
院
政
末
期
鎌
倉
初
期

に
は
区
別
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
違
例
の
見
え
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
却
廃
忘

記
も
そ
の
様
相
を
示
す
一
証
で
あ
る
。

補
　
訂
（
日
本
語
の
歴
史
・
中
世
）

「
日
本
語
の
歴
史
・
中
世
」
（
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
号
）
の
小
塙
に
関
す
る

補
訂
を
す
る
。
こ
れ
ら
は
脱
稿
後
の
調
査
な
ど
で
知
り
得
た
も
の
や
、
福
島
邦

道
氏
・
柳
田
征
司
氏
・
佐
々
木
岐
氏
・
沼
本
克
明
氏
の
教
示
に
よ
っ
た
も
の
で

あ
る
。

カ

ケ

カ

ウ

′

　

　

　

カ

ウ

0
5
8
頂
上
段
厚
強
用
の
「
厚
」
に
つ
い
て
　
　
　
　
壬
ケ
．

「
厚
」
の
例
と
し
て
、
元
亀
二
年
京
大
本
道
歩
色
菜
集
に
「
敦
厚
（
一
2
6
）
」

カ

ウ

’

ソ

　

　

　

　

カ

ウ

プ

シ

「
厚
恩
（
二
竪
」
「
厚
朴
（
三
6
0
）
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
安
田
章
氏
は

一
4
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命
ビ
ツ
タ
チ
ウ

そ
の
複
製
本
解
題
で
、
「
刷
　
」
「
御
芦
な
ど
と
共
に
「
合
音
の
形
を
期
待

◆
t
h
こ
り

す
る
所
に
、
開
音
の
表
記
が
見
ら
れ
る
例
」
と
さ
れ
た
。
沼
本
克
明
氏
に
よ
れ

ば
、
世
尊
寺
本
字
鏡
に
「
厚
瑚
”
六
胡
口
反
、
古
於
反
」
と
「
カ
ウ
・
匝
ウ
」
両

形
が
あ
久
、
他
に
「
カ
ウ
」
形
は
、
古
く
慈
光
寺
蔵
大
般
若
経
に
「
厚
」
二
例

（
松
尾
拾
氏
国
語
学
三
韓
の
紹
介
に
よ
る
）
、
法
華
経
単
字
、
教
行
信
託
（
恩

カ
ウ厚
）
、
聖
衆
来
迎
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
に
も
存
す
る
こ
と
を
示
さ
れ
、
呉
音
系
資
料

に
見
え
る
こ
と
を
教
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
漢
字
音
そ
の
も
の
の
問
題
と
し

て
考
究
す
・
へ
き
事
象
で
あ
る
。
尚
、
古
文
孝
経
元
手
元
年
点
（
≡
≡
に
は
同
じ

カ

ウ

　

カ

ウ

　

カ

ウ

侯
韻
の
漢
字
に
「
侯
」
「
郊
」
「
后
」
と
あ
る
例
も
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
他
の

資
料
は
「
コ
．
ウ
」
で
あ
る
こ
と
と
、
時
代
と
か
ら
考
え
て
、
由
合
の
乱
れ
を
反

映
す
る
と
考
え
る
こ
と
の
可
能
で
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

0
5
9
頁
上
段
　
合
拗
音
の
消
失
の
始
ま
り

金
沢
文
庫
本
春
秋
経
伝
集
解
文
永
点
に
は
二
軌
ク
ヰ
．
キ
」
「
努
ク
ヰ
．
キ
」

「
貴
キ
」
「
蟹
ク
ヰ
（
4
）
・
キ
」
や
「
扶
ク
ヰ
ヨ
ウ
・
ク
コ
ウ
」
「
輩
ク
ヰ
ヨ
ウ
．
キ
ヨ
ウ
」
の

よ
う
に
、
同
一
漢
字
に
つ
い
て
二
ク
ヰ
」
と
そ
の
開
音
の
「
キ
」
と
の
両
表
記

が
見
え
、
又
斉
韻
匝
母
の
字
は
二
慧
ク
エ
イ
」
「
恵
ク
ヱ
イ
」
の
二
例
の
外
、
「
拍

ケ
イ
」
「
祁
ケ
イ
」
「
廣
ケ
イ
」
が
あ
る
（
小
野
ツ
ネ
子
氏
調
査
）
。
「
キ
ヨ
ウ
」
「
ク

コ
ウ
」
の
例
は
、
「
扶
キ
ヨ
ウ
」
「
恭
ク
コ
ウ
」
（
興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
盲

点
）
、
「
兢
キ
ヨ
ウ
」
（
古
文
孝
経
建
久
六
年
点
）
な
ど
院
政
鎌
倉
時
代
に
見
ら
れ
る
。

0
6
1
頁
下
段
　
連
濁
の
実
態

シ
ヅ
0
0
セ
ィ

「
執
戎
」
（
文
集
嘉
禎
四
年
点
）
の
、
入
声
音
の
後
の
連
濁
は
、
仮
名
「
シ

外
」
に
よ
る
と
、
唇
内
入
声
韻
尾
が
促
音
化
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
H

と
H
と
の
通
用
（
6
0
頁
上
段
）
に
よ
り
、
鼻
音
H
と
．
1
瑠
関
に
基
い
て
連
濁
し

た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
尚
、
連
濁
例
の
中
、
「
蝉
㍉
撃
「
。
浅
深
0
」
「
命
終
」

は
、
「
撃
「
深
」
「
終
」
が
韻
鏡
清
音
字
で
あ
る
が
、
観
智
院
本
類
緊
名
義
抄
・

法
華
経
単
字
・
法
華
経
音
に
は
濁
音
例
が
あ
り
、
日
本
漠
字
音
と
し
て
は
本
濁

の
可
能
性
が
あ
る
の
で
除
く
。

0
6
2
頁
下
段
　
イ
段
音
の
一
音
節
語
の
長
音
化

最
近
、
岡
本
勲
氏
は
、
日
本
字
音
の
こ
の
事
象
を
、
中
国
字
音
と
の
関
係
で

説
か
れ
た
（
「
日
本
漢
字
音
に
於
け
る
止
摂
の
所
謂
長
音
表
記
に
就
て
「
韻
鏡

の
開
合
・
開
・
合
の
分
類
基
準
と
の
関
聯
に
於
て
ー
」
国
語
国
文
三
八
ノ
八
、

ヒ
イ

昭
和
四
十
四
年
八
月
）
。
し
か
し
、
日
本
で
も
、
和
語
に
6
5
頁
の
「
抒
」
以
下
の

語
例
の
よ
う
に
、
一
音
節
語
の
長
音
化
の
例
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
、
こ
れ
と

の
関
連
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

コ

ナ

イ

0
6
4
頁
下
段
　
牛
体
に
つ
い
て

福
島
邦
道
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
「
か
た
こ
と
」
巻
四
獣
部
に
「
こ
つ
て
い
う

コ
ツ
l
r
イ

じ
」
が
載
せ
ら
れ
て
あ
り
、
又
山
田
忠
雄
氏
は
弘
治
二
年
本
節
用
集
の
「
特
牛

服
紺
樹
樹
同
」
の
用
字
に
注
意
さ
れ
、
運
歩
色
葉
集
の
同
種
の
倒
を
も
指
摘
さ
れ

て
、
「
江
戸
時
代
に
コ
ツ
テ
（
牛
）
と
な
っ
た
形
の
原
形
が
こ
の
時
代
に
萌
し
て

い
た
こ
と
を
思
わ
し
め
る
」
（
「
本
邦
辞
書
史
論
叢
」
所
収
、
「
節
用
集
と
色
英

コ
ツ
・
．
r
イ

字
類
抄
」
七
一
四
頁
）
と
さ
れ
た
。
元
亀
二
年
本
運
歩
色
葉
集
に
は
「
特
牛
」

同

の
下
に
・
「
枯
抵
定
」
と
あ
り
、
静
嘉
堂
文
庫
本
に
は
「
コ
ッ
ト
イ
」
の
ル
ビ
が

白
帝
杜
版
で
は
見
え
な
い
。
こ
の
音
詑
形
の
古
例
が
遥
か
に
湖
っ
て
、
院
政
末

期
に
存
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
個
別
的
な
問
題
と
も
考
え
ら
れ
、
江
戸
語

お

と

て

へ

の
「
一
昨
日
」
の
類
と
の
関
連
は
尚
考
究
の
余
地
が
あ
る
。

0
6
4
頁
下
段
　
「
キ
ヤ
メ
テ
（
極
）
」
の
類
に
つ
い
て

室
町
時
代
の
例
と
し
て
、
史
記
抄
の
聞
書
に
一
「
判
刊
刃
列
タ
ノ
シ
ウ
テ
」
（
京

大
本
）
が
見
ら
れ
る
（
来
田
隆
氏
調
査
）
の
は
」
聞
書
と
い
う
性
格
と
見
合
せ

カ

タ

リ

ヤ

ウ

て
興
味
が
深
い
。
尚
、
「
語
り
合
う
」
の
類
の
古
例
と
し
て
、
高
山
寺
蔵
御
明

導
師
作
法
（
折
紙
二
紙
一
通
、
九
七
屑
レ
廃
外
十
三
号
）
鎌
倉
後
期
写
本
に
、

0

ハ

イ

　

シ

チ

　

　

　

ミ

ヤ

カ

シ

’

○
大
施
主
殿
下
排
二
偏
。
0
数
万
0
。
燈
明
t

°

と
「
ミ
刊
カ
シ
」
の
例
が
、
昨
年
末
の
調
査
で
見
付
か
っ
た
。
「
合
う
」
以
外
の

例
で
あ
り
、
し
か
も
鎌
倉
時
代
に
潤
っ
た
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

カ
タ
シ
シ
ヤ
シ
ハ
ン
ヘ
リ

0
6
7
頁
下
段
l
・
・
雑
誌
陪
　
（
高
山
寺
蔵
古
往
来
）
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こ
の
例
は
、
「
バ
ン
ヘ
リ
」
が
、
形
容
詞
の
終
止
形
に
付
い
た
例
で
、
接
続
法

の
乱
れ
た
も
の
と
し
て
挙
げ
た
。
し
か
し
、
即
字
的
な
加
点
に
基
く
と
い
う
よ

ぅ
な
別
の
事
情
も
考
慮
す
る
余
地
も
あ
る
（
佐
々
木
峻
氏
説
）
。

0
7
3
頁
下
段
　
「
見
セ
シ
ム
」
の
類

興
福
寺
蔵
因
明
教
授
抄
承
元
元
年
点
に
も
、

セ
シ
メ
ム
ヤ
　
　
　
’

服
二
　
服
等
一

の
類
例
が
あ
る
。

0
7
5
頁
上
段
　
「
ヘ
ム
ヒ
ノ
ア
ツ
マ
人
」

春
日
政
治
博
士
は
、
こ
の
訓
が
六
臣
注
文
選
応
永
点
に
あ
り
、
興
福
寺
本
三

°

蔵
法
師
伝
永
久
点
に
「
都
治
国
」
に
「
ア
ツ
マ
ツ
ノ
」
の
訓
の
あ
る
こ
と
を
指

摘
さ
れ
た
（
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
、
研
究
篇
九

〇
貫
）
。
築
島
裕
博
士
も
言
及
さ
れ
た
。

0
7
3
頁
下
段
　
「
サ
シ
ム
」
に
つ
い
て

抄
物
の
「
サ
シ
ム
」
は
、
活
用
形
式
及
び
意
味
（
敬
語
）
が
異
な
る
の
で
、

イ
サ
シ
ム

「
射
」
の
使
役
に
お
け
る
語
と
は
一
応
別
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
抄
物
の

「
サ
シ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
湯
沢
幸
吉
郎
博
士
「
足
利
期
の
敬
語
助
動
詞
シ

モ
・
シ
ム
に
就
い
て
」
　
（
国
語
と
国
文
学
昭
和
四
年
九
月
）
　
に
説
か
れ
、
又
、

大
塚
光
信
氏
「
抄
物
と
そ
の
助
動
詞
三
つ
」
（
国
語
国
文
昭
和
四
十
一
年
五
月
）

で
も
、
こ
の
語
源
説
を
確
認
さ
れ
て
い
る
。
柳
田
征
司
氏
は
、
こ
の
抄
物
の
語

の
、
鎌
倉
時
代
に
謝
る
ら
し
い
早
い
例
を
示
さ
れ
た
。

台
ト
ス
ト
ハ
仏
ノ
御
座
ト
叫
叫
可
列
上
云
タ
ル
心
也

仏
ノ
御
説
法
有
ラ
ウ
ト
テ
閻
浮
提
二
集
会
サ
珂
マ
l
列
タ
ル
事
也
（
高
山
寺

．
蔵
題
未
詳
聞
書
、
裕
二
ノ
六
二
六
号
）

0
7
7
頁
下
段
　
湯
桶
読

湯
桶
読
の
古
例
の
一
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
将
門
記
承
徳
三
年
点
本
の

サ
ッ
シ
ナ
ウ
　
　
．

「
移
牒
」
が
あ
る
。

モ

　

ト

　

　

ノ

サ

ツ

シ

ナ

ウ

’

雌
レ
送
こ
度
々
移
牒
一
（
二
八
二
行
）

入
貢
・
段
・
行
）

4

8

上

2

正
　
誤
　
表
（
日
本
語
の
歴
史
・
中
世
）

（正）

数
十
年
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
致
十
年

（
誤
）

タ

′

〝

2

2

4

9

上

6

か

　

ク

　

8

〝

か

1

1

〝

下

1

3

用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
　
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

（
字
母
「
州
」
と
い
う
）
1
　
　
（
字
母
「
州
」
と
い
う
1

物
音
韻
で
は
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
音
韻
で
は

聖
削
　
　
　
　
同
と
同

地
方
文
献
資
料
　
　
　
　
　
　
　
地
方
資
料
文
献

5
0
上
1
8
　
（
文
永
十
年
八
三
七
三
）
判
）
　
　
　
（
文
永
十
年
（
ニ
至
）
）

タ
タ
2
6
　
仏
教
説
話
文
学
　
　
　
　
　
　
　
仏
教
・
説
話
文
学

が
下
2
3
－
2
5
　
〔
鎌
倉
時
代
中
後
期
〕
の
図
版
の
二
例
の
中
、
下
の
例
は
、

〔
鎌
倉
時
代
後
期
以
降
〕
　
の
図
版
と
入
れ
換
え
る
。

5
1
上
3
　
カ
、
疋
・

か
下
第
二
表
・
そ
＼
（
二
字
）

5
2
上
2
5
　
法
華
経
寺
歳
三
教
指
帰
注

か
下
2
3
　
諸
口
　
併
ラ

5
3
上
1
2
　
極
楽
顧
往
生
歌
・
染
塵
秘
抄

．
5
5
上
▼
5
　
」
東
大
国
許
研
究
宝
蔵

タ
が
1
4
　
国
文
学
致

’

タ

′

1

7

　

尚

′

、

尚

範

．
ナ
’

5

6

上

1

5

5

7

下

1

0

′

′

2

4

5

8

下

1

返
点
聖
聖
の
混
同

大
学
院
紀
要
二

か
ブ
　
ラ
フ

押
－
猟

カ
、
冗

き法
華
経
寺
蔵
二
二
教
指
帰
注

諸
二
　
併
テ

極
楽
戯
往
生
歌
染
・
塵
秘
抄

東
大
国
語
研
究
宝
蔵

国
文
学
攻

’尚
　
　
尚
乾

け
1
，返
す
点

］

　

］

e
u
と
O
u
と
の
混
同

【

　

［

大
学
院
記
要
二

’
二
フ

押
－
猟

69

↓



′

′

1

5

5

9

下

2

6

0

下

1

6

1

上

1

5

タ

が

2

1

J

′

2

2

′

下

1

1

′

′

2

2

6

2

下

3

タ

下

5

6

3

下

1

2

6

5

下

2

1

6

6

上

5

′

　

′

6

6

7

上

4

′

　

′

　

5

〝

下

1

5

′

　

′

　

′

6

8

上

1

9 コ
．
y
　
’

古
佐
布
村

H
を
加
え
て

往
生
要
集
治
承
五
年
剣
写

川
音
や

仁
安
三
年
（
∃
宍
）

東
方
　
長
者

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

塙
刊
°

I
I
ケ
イ
◆

栄
啓
期

0

°

　

　

　

　

0

°

高
山
寺
蔵
古
往
来

鼻
音
化
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

東
大
寺
図
書
館
蔵

最
モ
ン
ト
モノパ
ワ
　
ー

「
聖
王
母
」

（
古
文
孝
経
正
安
四
年
点
）

文
字
生
活
層

文
判
此

カ
タ
シ
シ
ヤ
シ

難
レ
謝

高
山
寺
蔵
古
往
来

「
学
プ
ル
」

一

　

ソ

　

7

古
佐
市
村

H
を
加
え
た

往
生
要
集
治
承
五
年
写

H
音
や

仁
安
三
年
八
二
宍
）

東
方
　
長
者

親．子ケイ
キ

柴
啓
期

高
山
寺
往
来

鼻
音
化
し
た

東
大
図
書
館
蔵

尤
最
モ
ン
ト
モ

ノ
バ
グ

「
聖
王
　
母

（
古
文
孝
経
正
安
四
年
点
）
」

文
学
生
活
層

文
学
に

カ
タ
シ
シ
ャ
ン

難
㌢
謝

高
山
寺
往
来

「
学
．
フ
ル

6

8

上

2

2

〝

下

2

6

6

9

上

7

′

下

1

8

′

　

′

　

′

7

0

上

1

2

タ

〝

2

3

ク

下

7

ク

〝

1

4

7

2

上

1

7

か

〝

2

3

7

4

下

1

0

〝

〝

2

1

7

5

上

1

6

7

6

上

2

〝

〝

1

4

7

7

下

1

7

〝

〝

1

8

」
御
カ

号
モ
L
r
チ
モ

御
慨
｛

船
ウ
チ
返
テ

マ
ホ
ラ
叫

守コ
，
ロ
サ
シ
タ
テ
マ
ツ
ラ
セ

°0

　

　

　

　

　

ノ

前
謹

レ

　

サ

被
レ
申
シ
ヲ

イ

　

ク

チ

尤
可
レ
愈
事
侯

福
島
邦
道
氏

平
安
時
代
に
は
否
定
の
辞
を
伴

っ
て
不
可
能
の
意
に

ト
ラ
レ
ケ
レ
バ

《
ト
キ
ン
バ
則
チ
》

天
草
版

参
河
国

言
語
事
象

打
開
的

巾
子
形

「
湯
桶
読
は
」
　
の
四
字
を
除
く

御
カ
サ
（
瘡
）

ミ
モ
ト
テ
そ

御
　
有
レ

船
ウ
チ
返
刊

†
ホ
A
判

守コ
、
ロ
サ
レ
ク
テ
マ
ツ
ラ
セ

°
　
　
　
　
　
ノ

前
泄
　
　
－
1

レ被
′
申
シ
ヲ

イ

　

　

ナ

尤
可
レ
愈
事
候

福
島
邦
造
氏

平
安
時
代
に
は
不
可
能
の
意
に

ト
ラ
レ
ケ
レ
バ

《
ト
キ
ン
バ
即
チ
》

天
草
本

美
濃
国

言
語
体
系

打
開
的

ゆ
子
形
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